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1. 平成27年3月期の業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 4,015 10.0 25 ― 20 ― 119 24.8
26年3月期 3,650 6.0 △110 ― △98 ― 95 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

27年3月期 30.84 ―
26年3月期 24.70 ―
（参考） 持分法投資損益 27年3月期 ―百万円 26年3月期 18百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 4,440 1,588 35.8 411.42
26年3月期 4,450 1,524 34.3 394.68
（参考） 自己資本 27年3月期 1,588百万円 26年3月期 1,524百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

27年3月期 96 83 △188 1,190
26年3月期 △64 250 △370 1,196

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計） 配当性向

純資産配当
率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 0 ― ―
27年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 19 16.2 1.2
28年3月期(予想) ― 0.00 ― 10.00 10.00 36.8

3. 平成28年 3月期の業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,090 1.4 110 478.2 105 492.0 95 △17.9 24.60
通期 4,050 0.8 125 388.6 115 463.6 105 △11.8 27.19



※ 注記事項 
(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期 4,605,760 株 26年3月期 4,605,760 株
② 期末自己株式数 27年3月期 744,089 株 26年3月期 743,160 株
③ 期中平均株式数 27年3月期 3,861,957 株 26年3月期 3,863,455 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通しの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理性であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料
P.２「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
 
（決算補足説明資料の入手方法について） 
 決算補足説明資料は決算説明会開催（平成27年5月22日予定）後、速やかにホームページへ掲載いたします。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

 当事業年度におけるわが国経済は、政府日銀による経済政策や金融政策の効果により、企業業績に改善がみられ、

株価の上昇基調や雇用情勢の好転にも波及し、緩やかな景気回復が続いております。一方、消費税率の引上げによる

可処分所得の減少懸念、欧州債務問題や新興国の経済成長の鈍化などもあり、依然として先行き不透明な状況であり

ます。

 このような環境下、当社は、主要顧客の海外生産が進む電機分野から自動車分野、医療・食品分野へシフトしてま

いりました。また、当社独自技術「RHCM(高速ヒートサイクル成形）技術」を主軸とする高い技術力を武器に営業を

積極展開してまいりました。コスト削減策については、生産性の継続的な改善に努め、ＱＭＳ（品質）、ＥＭＳ（環

境）活動などにより損益分岐点の引き下げを推進してまいりました。

 このような取り組みにより、当事業年度の売上高は40億15百万円（前期比10.0％増）、収支は、営業利益25百万円

（前期は営業損失１億10百万円）、経常利益20百万円（前期は経常損失98百万円）、当期純利益は投資有価証券売却

益１億８百万円の計上も寄与し、１億19百万円（前期比24.8％増）となりました。

 

 各セグメント別の状況は次のとおりです。

 

① 成形品セグメント

 本セグメントは、自動車、医療・食品、電機、産業資材分野の部品もしくは完成品を受注生産・販売するセグメ

ントです。 

 当事業年度の分野別売上高については、自動車分野は前期に実施していたタイ向け生産応援の終了、海外に生産

委託している製品の量産終了等による減少要因があったものの、新製品の受注により大幅に増加いたしました。医

療・食品分野は、医療部品において新規受注により大幅な増加があったものの、食品容器において既存製品の販売

不振が響き、微減となりました。電機分野は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動から大幅に減少いたし

ました。産業資材分野は、遊技部品を新規受注したことにより増加いたしました。

 この結果、本セグメントの売上高は36億４百万円（前期比5.8％増）、セグメント利益は２億62百万円（前期比

39.7％増）となりました。
 

② 金型・技術セグメント 

 本セグメントは、金型売上及び当社独自のRHCM技術を供与したライセンス収入や、顧客の要望により海外で生産

委託した売上からのコミッション収入、RHCM成形用の機械装置など技術資源を源としたセグメントです。 

 当事業年度においては、金型売上は各分野において新製品を受注したことにより、大幅に増加いたしました。技

術ロイヤリティ収入は、一部の客先において、ライセンス契約の期間満了により減少いたしました。

 この結果、本セグメントの売上高は４億11百万円（前期比69.1％増）、セグメント利益は74百万円（前期比

91.2％増）となりました。

 

(2）次期の見通し

 当社は、大規模な生産拠点を国内に保有する自動車分野、また、超先進国型産業である医療機器、国内需要型の生

産体制に立脚する食品容器分野、当邦で固有な発展を遂げ進化し続けるコンビニエンス向け設備、遊技部品等、産業

資材分野の顧客領域に、当社固有の技術開発力を活かして、売上高を維持拡大させてまいります。

 収益の向上については、生産工程の効率化を進めることにより、歩留りの向上を図り、製造原価の低減を推進して

まいります。

 以上により、次期の業績予想につきましては、売上高40億50百万円（当期比0.8％増）、営業利益１億25百万円

（当期比388.6％増）、経常利益１億15百万円（当期比463.6％増）、当期純利益１億５百万円（当期比11.8％減）を

見込んでおります。
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、持続的発展に必要な設備・技術開発投資への充当並びに財務基盤強化を図りつつ、一定の安定性の中で配

当性向も勘案し、株主還元を行うことを基本方針としております。

 当事業年度は、2015年５月14日付「剰余金の配当（復配）に関するお知らせ」のとおり、１株当たり５円の期末配

当を実施する予定です。また、次期の配当につきましては、業績及び財務状況の向上に努め、上記の方針のもとで年

間配当予想を１株当たり10円（期末配当金）といたします。

 

(4）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

 当事業年度末の資産合計は、44億40百万円となり、前事業年度末に比べ9百万円減少しました。この主な要因

は、受取手形が１億33百万円、売掛金が42百万円増加したものの、投資有価証券が１億20百万円、有形固定資産が

65百万円減少したこと等によるものです。

 負債合計は28億52百万円となり、前事業年度末に比べ73百万円減少しました。この主な要因は、支払手形が１億

32百万円増加したものの、１年内返済予定の長期借入金が１億32百万円、買掛金が68百万円減少したこと等による

ものです。

 純資産合計は15億88百万円となり、前事業年度末に比べ64百万円増加しました。この主な要因は、その他有価証

券評価差額金が54百万円減少したものの、利益剰余金が１億19百万円増加したこと等によるものです。

② キャッシュ・フローの状況

 当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ５百万円減少し、

11億90百万円となりました。

 当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 売上債権の増加１億76百万円、投資有価証券売却益１億８百万円等の減少要因があったものの、減価償却費１億

48百万円、税引前当期純利益の計上１億28百万円、仕入債務の増加64百万円、賞与引当金の増加23百万円等の増加

要因により、当事業年度において営業活動の結果得られた資金は96百万円（前年同期は64百万円の支出）となりま

した。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 有形固定資産の取得による支出60百万円等の減少要因があったものの、投資有価証券の売却による収入１億46百

万円等により、当事業年度において投資活動の結果得られた資金は83百万円（前年同期は２億50百万円の収入）と

なりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 長期借入れによる収入１億円の増加要因があったものの、長期借入金の返済による支出２億88百万円等により、

当事業年度おいて財務活動に用いた資金は１億88百万円（前年同期は３億70百万円の支出）となりました。

 なお、当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは次のとおりです。

（キャッシュ・フロー関連指標の推移）

  2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期

自己資本比率（％） － － 30.7 34.3 35.8

時価ベースの自己資本比率（％） － － 18.7 11.5 17.4

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） － － 6.6 △29.5 17.7

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） － － 6.2 △1.6 3.0

自己資本比率：自己資本／総資産 
時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 
（注）１．2013年３月期より連結財務諸表を作成していないため単体ベースの財務数値により計算しています。また、2012年３月期以

前の数値は記載しておりません。 
２．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 
３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 
４．有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としております。 
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(5）継続企業の前提に関する重要事象等

 当社は、前事業年度まで継続して営業損失を計上していたことから、「継続企業の前提に関する注記」を記載して

おりました。 

 これまでに当該状況を解消すべく、以下の対応策を講じ実施してまいりました。

 ① 収益性の改善

  ア. 製造コストの低減

    2011年1月実施の「栃木工場」への組織再編（旧西方工場と旧栃木工場の統合）により、間接コストの削減を図

ってまいりました。また、ＱＭＳ（品質）、ＥＭＳ（環境）活動を主とした改善活動により、製品の歩留り向上を

図り、製造コストの低減を進めてまいりました。

  イ. 固定費の削減

    2012年に旧本社不動産を売却し、本社機能を栃木工場へ移転集約したことによる固定費の低減、役員報酬、諸々

の委託費、手数料等の一般管理費の削減を実施してまいりました。

  ウ. 販売戦略の再構築

    主要顧客を、コンシューマーエレクトロニクス業界から、自動車、医療・食品・その他分野へ大きくシフトして

まいりました。同分野を中心に当社の独自技術と開発力を活かし、新規顧客の開拓、新製品の受注に努めてまいり

ました。

 ② 財務体質の強化

  ア. 有利子負債の削減

    不動産売却代金による長期借入金返済をはじめ、保有資金により、有利子負債の総額を2011年3月期の38億22百

万円より17億4百万円まで削減してまいりました。

  イ. 資金繰りについて

    メインバンクを中心に既存取引銀行と緊密な関係を維持しており、必要資金の確保について綿密に連携しており

ます。また、資金調達の手段としてメインバンクとコミットメントラインを締結しております。

 

 その結果、当事業年度において、営業利益25百万円、経常利益20百万円を計上するにいたりました。また、「1.経営

成績・財政状態に関する分析（2）次期の見通し」に記載のとおり、2016年３月期の業績予想につきましても、引き続

き営業利益、経常利益、当期純利益ともに黒字を見込んでおります。

 これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況は認められないと判断

し、「継続企業の前提に関する注記」の記載を解消することといたしました。

 

２．企業集団の状況
 当社は、プラスチック製品の製造・販売及び金型、金型温調機等装置の販売・技術支援サービスの提供等を主な業
務としております。

 

３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 当社は、顧客への存在価値を向上させるべく、プラスチック加工領域における独自技術を開発し、その成果を広く

普及させることを通じて、株主・顧客・従業員への利益最大化を図っていきます。同時に、社会の一員として法令遵

守に努め、環境負荷の低減にも積極的に取り組んでいきます。その概要は次のとおりです。

① 企業競争力強化・技術集約型企業への推進

 プラスチック加工領域における独自技術の開発と独自技術をベースとした高品位製品の量産技術の開発を進め

ていきます。一方で、他社との共同開発等を通じて他の加工技術との融合を図り、更なる差別化技術を開発して

いきます。

 同時に、独自技術であるＲＨＣＭ（高速ヒートサイクル成形）技術を核とした緩やかな連合体（ＲＨＣＭアラ

イアンス）形成を推進しており、アライアンス・パートナーとともにＲＨＣＭ製品の供給拠点をグローバルに構

築していきます。

   ② 人財の拡充、育成

 様々な意識改善活動、業務目標達成計画、個人目標達成計画及び教育・研修プログラムを整合的に推進し、会

社・部門・個人のベクトルを調和させ、魅力ある会社づくりを図っていきます。

③ 社会性

 経営・会計の透明性、環境問題を始めとして、企業の遵法性（社会性）が求められている中、当社は、社会の

一員として環境問題への取組、反社会的勢力排除に向けた体制の整備等全ての業務活動における遵法精神の重要

性の認識を高めていきます。
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(2）目標とする経営指標

 当社は、次の項目を経営指標としています。

① フリー・キャッシュ・フロー

 フリー・キャッシュ・フローを、持続的発展に必要な事業・設備・研究開発等の投資及びファイナンスを判断

する指標として利用しています。短期的には、フリー・キャッシュ・フローの最大化を目標としています。

② ＲＯＡ（総資産営業利益率）

 ＲＯＡを、総資産に対して効率的な経営がなされているか判断する指標として活用しています。本指標を通じ

て経営層が貸借対照表を継続的にウォッチすることにより、事業活動に不要不急な資産及びたな卸資産の削減に

役立てる他、株主への還元である自社株買いの判断にも利用しています。

 

(3）中長期的な会社の経営戦略

 当社は、自動車、医療・食品、産業資材を中核とした領域に、当社固有の技術開発力を活かして、売上高を維持拡

大させてまいります。また、当社のCore Competenceである技術力の継続的強化を進め、「コア技術」である高速ヒ

ートサイクル成形技術の発展を重点課題と捉え、製品競争力の強化を図ってまいります。

 さらに、顧客満足度の向上を目的とした「ものづくりプロセスの最適化」の更なる推進を進め、効率の良い安定し

た生産活動を目指してまいります。

 

(4）会社の対処すべき課題

 当社は、大規模な生産拠点を国内に保有する自動車分野、また、超先進国型産業である医療機器、国内需要型の生

産体制に立脚する食品容器分野、当邦で固有な発展を遂げ進化し続けるコンビニエンス向け設備、遊技部品等、産業

資材分野の顧客領域に、当社固有の技術開発力を活かして、売上高を維持拡大させてまいります。

 収益の向上については、生産工程の効率化を進めることにより、歩留りの向上を図り、製造原価の低減を推進して

まいります。
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４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社は、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で財務諸表を作成する方

針であります。 

 なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、国

際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。 
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５．財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(2014年３月31日) 
当事業年度 

(2015年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,196,549 1,190,857 

受取手形 136,844 270,522 

売掛金 873,706 916,601 

商品及び製品 125,974 121,531 

仕掛品 65,899 89,443 

原材料及び貯蔵品 99,650 91,670 

前払費用 13,022 12,506 

その他 19,019 9,436 

貸倒引当金 △41,941 △49,169 

流動資産合計 2,488,725 2,653,400 

固定資産    

有形固定資産    

建物 2,938,624 2,944,146 

減価償却累計額 △2,072,167 △2,131,077 

建物（純額） 866,457 813,068 

構築物 143,238 143,238 

減価償却累計額 △112,463 △116,587 

構築物（純額） 30,775 26,651 

機械及び装置 2,090,372 2,061,376 

減価償却累計額 △1,893,073 △1,875,407 

機械及び装置（純額） 197,299 185,968 

車両運搬具 85,200 88,984 

減価償却累計額 △78,725 △77,004 

車両運搬具（純額） 6,474 11,980 

工具、器具及び備品 259,537 263,850 

減価償却累計額 △223,649 △230,112 

工具、器具及び備品（純額） 35,887 33,738 

土地 249,342 249,342 

有形固定資産合計 1,386,236 1,320,750 

無形固定資産    

ソフトウエア 2,632 2,877 

その他 2,910 2,910 

無形固定資産合計 5,542 5,787 

投資その他の資産    

投資有価証券 138,337 17,707 

破産更生債権等 2,893 － 

投資不動産 242,350 242,350 

減価償却累計額 △4,853 △5,402 

投資不動産（純額） 237,496 236,947 

保険積立金 164,190 176,669 

その他 29,752 29,697 

貸倒引当金 △2,893 － 

投資その他の資産合計 569,777 461,021 

固定資産合計 1,961,556 1,787,559 

資産合計 4,450,281 4,440,960 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(2014年３月31日) 
当事業年度 

(2015年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 293,223 425,706 

買掛金 440,643 372,300 

短期借入金 1,295,000 1,295,000 

1年内返済予定の長期借入金 288,610 155,785 

未払金 37,229 55,623 

未払費用 39,769 40,499 

未払法人税等 6,341 10,488 

未払消費税等 － 47,318 

預り金 2,402 2,331 

賞与引当金 － 23,000 

その他 44,097 54,778 

流動負債合計 2,447,317 2,482,832 

固定負債    

長期借入金 309,365 253,580 

繰延税金負債 31,281 1,186 

退職給付引当金 72,993 45,486 

役員退職慰労引当金 52,486 58,371 

その他 12,330 10,751 

固定負債合計 478,456 369,374 

負債合計 2,925,774 2,852,206 

純資産の部    

株主資本    

資本金 595,916 595,916 

資本剰余金    

資本準備金 742,246 742,246 

その他資本剰余金 2,256 2,256 

資本剰余金合計 744,503 744,503 

利益剰余金    

利益準備金 44,348 44,348 

その他利益剰余金    

別途積立金 260,000 260,000 

繰越利益剰余金 120,685 239,778 

利益剰余金合計 425,033 544,126 

自己株式 △298,079 △298,219 

株主資本合計 1,467,373 1,586,326 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 57,134 2,426 

評価・換算差額等合計 57,134 2,426 

純資産合計 1,524,507 1,588,753 

負債純資産合計 4,450,281 4,440,960 
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（２）損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 2013年４月１日 
 至 2014年３月31日) 

当事業年度 
(自 2014年４月１日 

 至 2015年３月31日) 

売上高    

商品売上高 277,726 411,575 

製品売上高 3,373,135 3,604,386 

売上高合計 3,650,861 4,015,961 

売上原価    

商品期首たな卸高 10,303 4,055 

製品期首たな卸高 85,819 121,918 

当期商品仕入高 189,305 294,306 

当期製品製造原価 3,264,432 3,380,143 

合計 3,549,861 3,800,424 

商品期末たな卸高 4,055 3,882 

製品期末たな卸高 121,918 117,648 

売上原価合計 3,423,887 3,678,893 

売上総利益 226,974 337,068 

販売費及び一般管理費    

運搬費 106,237 89,148 

貸倒引当金繰入額 8,060 4,335 

役員報酬 49,860 51,583 

給料及び手当 59,368 54,386 

賞与引当金繰入額 － 3,637 

退職給付費用 6,452 5,414 

役員退職慰労引当金繰入額 5,885 5,885 

法定福利費 14,092 13,861 

福利厚生費 10,133 8,502 

研究開発費 6,749 2,929 

租税公課 8,370 7,199 

旅費及び交通費 9,953 6,381 

賃借料 6,377 6,338 

支払手数料 10,190 10,439 

交際費 498 638 

減価償却費 5,147 5,298 

その他 30,091 35,506 

販売費及び一般管理費合計 337,469 311,485 

営業利益又は営業損失（△） △110,494 25,582 

営業外収益    

受取利息 355 328 

受取配当金 29,719 3,038 

受取賃貸料 16,263 16,250 

為替差益 － 3,235 

その他 13,790 8,382 

営業外収益合計 60,128 31,235 

営業外費用    

支払利息 40,324 31,836 

その他 7,368 4,575 

営業外費用合計 47,693 36,411 

経常利益又は経常損失（△） △98,059 20,406 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 2013年４月１日 
 至 2014年３月31日) 

当事業年度 
(自 2014年４月１日 

 至 2015年３月31日) 

特別利益    

固定資産売却益 4,548 612 

投資有価証券売却益 26,318 108,001 

関係会社株式売却益 170,177 － 

特別利益合計 201,045 108,614 

特別損失    

固定資産除却損 489 550 

減損損失 1,951 － 

契約解除損失 1,500 － 

特別損失合計 3,941 550 

税引前当期純利益 99,043 128,470 

法人税、住民税及び事業税 3,627 9,377 

法人税等合計 3,627 9,377 

当期純利益 95,415 119,092 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自2013年４月１日 至2014年３月31日）

              (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金
合計   別途積立金 繰越利益剰

余金 

当期首残高 595,916 742,246 2,256 744,503 44,348 460,000 △174,729 329,618 

当期変動額                 

別途積立金の取崩           △200,000 200,000 － 

当期純利益             95,415 95,415 

自己株式の取得                 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）                 

当期変動額合計 － － － － － △200,000 295,415 95,415 

当期末残高 595,916 742,246 2,256 744,503 44,348 260,000 120,685 425,033 

 

         

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 その他有価証券評価

差額金 
評価・換算差額等合
計 

当期首残高 △297,932 1,372,105 543 543 1,372,649 

当期変動額           

別途積立金の取崩   －     － 

当期純利益   95,415     95,415 

自己株式の取得 △147 △147     △147 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）     56,590 56,590 56,590 

当期変動額合計 △147 95,267 56,590 56,590 151,858 

当期末残高 △298,079 1,467,373 57,134 57,134 1,524,507 
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当事業年度（自2014年４月１日 至2015年３月31日）

              (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 
その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金
合計   別途積立金 

繰越利益剰
余金 

当期首残高 595,916 742,246 2,256 744,503 44,348 260,000 120,685 425,033 

当期変動額                 

当期純利益             119,092 119,092 

自己株式の取得                 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）                 

当期変動額合計 － － － － － － 119,092 119,092 

当期末残高 595,916 742,246 2,256 744,503 44,348 260,000 239,778 544,126 

 

         

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価証券評価
差額金 

評価・換算差額等合
計 

当期首残高 △298,079 1,467,373 57,134 57,134 1,524,507 

当期変動額           

当期純利益   119,092     119,092 

自己株式の取得 △139 △139     △139 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）     △54,707 △54,707 △54,707 

当期変動額合計 △139 118,953 △54,707 △54,707 64,245 

当期末残高 △298,219 1,586,326 2,426 2,426 1,588,753 
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（４）キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(自 2013年４月１日 
 至 2014年３月31日) 

当事業年度 
(自 2014年４月１日 

 至 2015年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前当期純利益 99,043 128,470 

減価償却費 169,422 148,033 

減損損失 1,951 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,060 4,335 

賞与引当金の増減額（△は減少） － 23,000 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △21,060 △27,507 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,885 5,885 

受取利息及び受取配当金 △30,075 △3,366 

支払利息 40,324 31,836 

固定資産除売却損益（△は益） △4,058 △62 

投資有価証券売却損益（△は益） △26,318 △108,001 

関係会社株式売却損益（△は益） △170,177 － 

売上債権の増減額（△は増加） △250,739 △176,572 

たな卸資産の増減額（△は増加） △115,042 △11,121 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 1,446 2,893 

仕入債務の増減額（△は減少） 158,527 64,140 

その他 81,694 47,830 

小計 △51,115 129,791 

利息及び配当金の受取額 30,085 3,366 

利息の支払額 △40,094 △31,385 

法人税等の支払額 △3,068 △5,589 

営業活動によるキャッシュ・フロー △64,193 96,183 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △50,943 △60,762 

有形固定資産の売却による収入 8,430 612 

無形固定資産の取得による支出 △2,980 △1,030 

投資有価証券の取得による支出 △2,477 △2,516 

投資有価証券の売却による収入 37,797 146,345 

関係会社株式の売却による収入 260,551 － 

その他 △217 716 

投資活動によるキャッシュ・フロー 250,160 83,365 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000 － 

長期借入れによる収入 150,000 100,000 

長期借入金の返済による支出 △819,993 △288,610 

その他 △147 △139 

財務活動によるキャッシュ・フロー △370,140 △188,749 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,262 3,508 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △182,911 △5,691 

現金及び現金同等物の期首残高 1,379,461 1,196,549 

現金及び現金同等物の期末残高 1,196,549 1,190,857 
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

 時価のあるもの

  決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は部分純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法によ

り算定)

 時価のないもの

  移動平均法による原価法

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品・製品・仕掛品・原材料

  主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

３．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産及び投資不動産

  定額法

   なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

  建物      7～47年

  機械及び装置  8～15年

(2）無形固定資産

定額法

ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づいております。

４．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

 外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

５．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

 売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2）賞与引当金

 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上してお

ります。

(3）退職給付引当金

 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末の退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しておりま

す。

(4）役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく当事業年度末要支給額の100％を計上しております。

６．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期資金からなっております。

７．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

 税抜方式によっております。

 

（持分法損益等）

 

 
前事業年度

（自 2013年４月１日
至 2014年３月31日）

当事業年度
（自 2014年４月１日
至 2015年３月31日）

持分法を適用した場合の投資利益の金額 18,688 －
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（セグメント情報等）

セグメント情報

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

 当社は成形品と金型・技術の２つの事業を基礎として組織を構成し、国内及び海外の包括的な戦略を立案

して事業活動を展開しております。したがって、当社は、これら２事業を報告セグメントとしております。

 成形品セグメントは、主に当社の製造加工設備など有形固定資産を駆使し、エンジニアリング・プラスチ

ックの射出成形を構成要素に含む自動車部品、医療・食品容器、家電、エレクトロニクス部品などの設計開

発からサプライチェーンマネジメントまでのバリューチェーンを含む全体又は一部を受託し、量産供給する

ビジネスモデルです。

 金型・技術セグメントは、主に当社の特許、ノウハウ等の産業財産権を駆使した成果を、金型や金型温調

装置といった有形の商品に表現したり、ライセンス料やソフトウエア収入といった無形のサービスに表現す

ることで、顧客のニーズに対応するビジネスモデルです。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一です。

 報告セグメントの利益は、売上総利益ベースの数値です。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

前事業年度（自2013年４月１日 至2014年３月31日）

      （単位：千円） 

  成形品 金型・技術 調整額 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 3,407,719 243,142 － 3,650,861 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
－ － － － 

計 3,407,719 243,142 － 3,650,861 

セグメント利益 188,146 38,828 － 226,974 

（注）  セグメント利益の合計額は、損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

当事業年度（自2014年４月１日 至2015年３月31日） 

      （単位：千円） 

  成形品 金型・技術 調整額 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 3,604,804 411,157 － 4,015,961 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
－ － － － 

計 3,604,804 411,157 － 4,015,961 

セグメント利益 262,837 74,230 － 337,068 

（注）  セグメント利益の合計額は、損益計算書の売上総利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

 
前事業年度

（自  2013年４月１日
至  2014年３月31日）

当事業年度
（自  2014年４月１日
至  2015年３月31日）

１株当たり純資産額 394.68円 411.42円

１株当たり当期純利益金額 24.70円 30.84円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

   ２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前事業年度

（自  2013年４月１日
至  2014年３月31日）

当事業年度
（自  2014年４月１日
至  2015年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益金額（千円） 95,415 119,092

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 95,415 119,092

期中平均株式数（株） 3,863,455 3,861,957

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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